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肥
料
や
飼
料
等
の
価
格
高
騰
が
続
く

中
、
草
地
資
源
を
最
大
に
活
か
し
た
良

質
な
原
料
草
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
萩

野
地
区
で
植
生
改
善
に
６
年
間
取
り
組

み
ま
し
た
。 

１
、
植
生
の
実
態
把
握 

萩
野
地
区
で
植
生
調
査
を
延
べ

1
2
0

筆
行
っ
た
と
こ
ろ
、
採
草
地
の
約
４
割
が

シ
バ
ム
ギ
や
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ
ラ
ス

な
ど
の
地
下
茎
イ
ネ
科
雑
草
で
し
た
。
農

業
者
は
「
チ
モ
シ
ー
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
実
際
は
シ
バ
ム
ギ
だ
っ
た
」
と
植

生
改
善
の
必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た

(

図
１
）。 

 

２
、
植
生
改
善
の
取
り
組
み 

（
１
）
カ
リ
・
リ
ン
酸
の
減
肥 

（
２
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草
地
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新
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推
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（
３
）
石
灰
資
材
の
投
入 

３
、
取
り
組
み
の
結
果 

（
１
）
カ
リ
・
リ
ン
酸
の
減
肥 

 

植
生
が
悪
化
し
た
草
地
の
更
新
前
に
、

土
壌
分
析
を
実
施
し
て
、
過
剰
だ
っ
た

カ
リ
・
リ
ン
酸
の
減
肥
な
ど
施
肥
を
見

直
し
ま
し
た
。 

 
 
1
1

戸
の
う
ち
８
戸
が
肥
料
費
の
削
減 

に
つ
な
が
り
、
３
戸
が
不
足
を
補
っ
た
た 

め
肥
料
費
が
増
加
し
ま
し
た(

図
２
）。 

農
業
者
か
ら
「
減
肥
し
て
も
収
量
に 

大
差
な
か
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。 

 

（
２
）
草
地
更
新
の
推
進 

草
地
更
新
の
必
要
性
が
理
解
さ
れ
、
６

年
間
で
延
べ

5
6
9
h

a

地
域
全
体
の

2
7
.1

％
に
及
ぶ
面
積
と
な
り
ま
し
た(

図

３
）。 

① 

簡
易
更
新
機
（
反
転
ロ
ー
タ
リ
ハ

ロ
ー
）
に
よ
る
更
新
技
術
の
導
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
は
、
反
転
ロ
ー
タ
リ
ハ
ロ
ー

の
実
演
会
を
契
機
に
Ｊ
Ａ
が
機

械
を
導
入
し
た
こ
と
や
、
町
・
Ｊ

Ａ
が
草
地
更
新
に
対
す
る
助
成

を
行
っ
た
こ
と
よ
り
更
新
の
拡

大
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。  

② 

除
草
剤
の
体
系
的
な
使
用 

よ
り
植
生
を
良
く
す
る
た
め
、

更
新
時
の
除
草
剤
使
用
も
定
着
し

ま
し
た 

農
業
者
か
ら
は
、「
除
草
剤
を
使
わ
ず

雑
草
が
増
え
て
苦
労
し
た
の
で
、
使
用
す

る
と
良
か
っ
た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
３
）
石
灰
資
材
の
投
入 

植
生
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
石
灰
資
材
を

投
入
し
た1

2

戸
の
う
ち
、
５
戸
が
１
番

草
の
乾
物
収
量
が
増
加
し
ま
し
た(

図
４
）。 

情
報
交
換
の
中
で
、「
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品 

質
が
良
く
な
っ
た
」
「
嗜
好
性
が
良
い
」 

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

植
生
改
善
が
乳
量
の
向
上
に
つ
な 

が
る
こ
と
を
理
解
し
た
後
継
者
た
ち
が 

積
極
的
に
施
肥
改
善
や
植
生
改
善
に
取 

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

植
生
改
善
６
年
の
取
り
組
み
（
萩
野
地
区
） 

 

図１ 植生の割合（120筆） 

図２ 肥料費の変化（11戸） 

図４ 石灰資材投入による乾物収量の変化 

図３ 萩野地区の更新面積 

更新方法で盛り上がる萩野の

後継者たち 


